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■研究課題 ■

社会形成能力の育成を目指す教育課程の編成と校長の在り方

分 科 曾 の 趣 旨

東 日本大震災や豪雨等 による被災地において

は,子 どもたちが率先 してボランテ ィア活動を

手伝 った り被災住民を励 ます 支援活動を行 った

りす る姿が多く見られた。 こうした事例から地

域の身近な人たちとの絆が改めて見直されてお

り,地 域コミュニテ ィー を維持発展 させ ていく

ことが ますます重要 と考え られている。

校長は,こ れからの社会を生きる子 どもたち

にしなやかな知性 と豊かな創造性,豊 かな人間

性を育む とともに,子 どもた ちが 自己の置かれ

ている状況を受 け止め,他 者と協力して社会の

様々な活動に参画 し,社 会形成能 力の基礎 を身

に付けられるようにしていかなければな らない。

さらには 開かれた学校として地域コミュニテ ィー

の核 とな り,社 会とどう関わ り,ど のよ うに貢

献 していけるかを考えた学校づ くりを進 めてい

かな ければな らない。

そ のためには,学 校は,子 どもたちが考え行

動す るプロセスを重視 し,地 域の特色を生か し

た豊かな体験活動 をさらに積極的に取 り人れて

い く必要がある。視点 としては,社 会体験活動

を教 育課程 に位 置付け,子 どもたちに多様な地

域社会の課題に触れ させ,そ の解決のために地

域で一定 の役割 を担わせる ことにより社会の ・

員 としての自覚や 自発性を身 に付 けさせてい く

ことが考 えられ る。 また,キ ャリア教育等の視

点を取 り入れた教育活動に取 り組 ませる ことに

よ り.幅 広い学 力,コ ミュニ ケーシ ョンカや規

範意識を身に付けさせた りす る等 の社会的 ・職

業的 白立に必要な能 力を高め させ ることが考え

られ る。

本分科会では,校 長のリーダー シップのもと,

将来の社会を形成する役割 を担 う子どもたちに,

各教科等で身に付けた知識や技能等をもとに,

よ り良い社会の形成に向け,主 体性をもって社

会の活動 に積極的に参画 し,課 題 を解決 してい

く力や態度 を養 うための具体的方策 を明 らかに

する。

リーヴーシッフの視点

(1)社 会に貢献す る力の育成を 目指す教育活動

の創造

核家族化,少7化 等 による家庭の養育姿 勢

や地域コミュニテ ィーの変 化に伴 う地域活 動

への参加機会の減少等により,子 どもたちは家

庭や地域 において,社 会 性を高めた り人間 関

係を育み広げたりする機会が減 ってきている。

学校には,家 庭や地域 と連携 しなが ら,子

どもたちに様々な人々や社会 と関わ り,社 会

生活の基本的ルールを身に付けさせるように

した り,社 会との関わ りを豊かに していく力

を身 に付けさせた りする ことが求め られてい

る。 さらには,社 会の変化に対応 し,よ り良

い社会の構築 に貞献で きる力を育成すること

も求め られている。

このような視点から,了 どもたちに他者 と

協力 して社会の活動 に参画 し.貢 献 しよ うと

す る意欲や態度 を身に付ける教育活動を学校

が創造するための校長の果たすべき役割 と指

導性 を究明する。

② 自立した社会人 を育成するための教育課程

の編成 ・実施 ・評価 ・改善

学校は,子 どもたちに社会の仕組 みを理解

させ,自 立 した社会人として生きていくため

に必要な知識や能 力を育み,社 会の発展 に積

極的に関わろうとする態度の育成を 目指 した

教育課程を編成する必要がある。

このよ うな視点か ら,子 どもたちに社会の

巾での自己の役割,働 くことや夢を もつ こと

の大切さを理解 させ,地 域社会への興味 ・関

心の幅を広げ させ ることや,互 いの個性や 人

との絆 を大切 にする社会づ くりに貞献 しよ う

とする自立 した社会人として生きていくため

の基礎 となるカを付けさせる教育課程を編成 ・

実施 ・評価 ・改善 してい くための校長の果た

すべき役割 と指導性 を究明する。

④
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子どもの生きる力を育み将来にわたって地域を支える人を育む,

地域の環境を生かした体験活動を軸にすえた教育活動を展開するために

根室地区 中標津町立西竹小学木交 横 山 裕 充

旨趣麺
研究課題にある 「社会形成能 力」は,'ド 成23年1

月37日 中央教育 審議会 答 申1今 後 の学校 にお ける

キ ャリア教育 ・職業教育の在 り方について1に お け

る 「基礁 的 ・汎用的能力」の中の一つに見 られ る。

本分科会で は,社 会に貢献する力の育成 を目指す

教育活動 の創造 と自立 した社会 人を育成す るための

教育課程 の編成 ・実施 ・評価 ・改善を リーダー シッ
プの視点 として,将 来の社 会を形 成する役割を担 う

子 どもたちに,各 教科等で身に付けた知識や技能など
をもとに,よ り良い社 会の形成に向け主体性をもって

社会の活動 に積極 的に参画 し,課 題を解決していく力

や態度を養 うための具体的方策を究 明するとしている。

課題 にある,子 どもたちに身に付 けさせたい能力
は,「 キ ャ リア教育」 という つ の活動で身 に付け

るようにする ということではな く,教 育活動 全体で

身に付けていけるよ うにす る ことであ るととらえて
いるVこ の ことは,身 に付けさせたい能力を指導す

る側が いかに意 識 しているかが 大切である とい うこ

とである。

また,前 述の答申の 「人間関係形成 ・社 会形成能

川 の説明で一文 となっているが,1自 己の役割 を

果たす こと」 「他者 と協力 ・協働する ことt「 何か に

取 り組む意 欲や態度」な ど,キ ャリア教育でな くて
も,学 校教育 にお いて身 に付け させ ていきた い事柄
である。

さて,根 室管 内は,Iff,川,海 とい う自然 の宝庫

が生活 のす ぐ身近 にあ り,自 然 とい う教 育資源が得

やす い環境 にある。 方.小 規模校 の割 合は,全 道
が約60%に 対 し,78%を 占め,そ の内極小規模は約
40%に 上 る。 加 えて若 い新任教 師が多 い ことは ,
一層 校 長の指導力が問われる。

これ らのことか ら,校 長の役割 と指導性について ,
社会形成能力の育成の視点 を踏 まえた活動を どのよ
うに意識 して取 り組むかを教育課程全体 に関わる巾

心的な教育活動を もとに した小規模校の実践,地 域
の人との関わ りを もとに した多学級の学校の実践 を

通 して述べる こととす る。

遡 研究の概要
肋 罵邸 げ"甜げ噌 寧傷 昌脾げ同鱈 照 照●取轄 将翻括冒闘口腐,棉 括胃吊w

1実 践 の前提 と して

前述の答申で は,社 会形成能力を含む4つ の基

礎的 ・汎用的能 力の育成の前提 として 「学校や地

域 の特 色 了どもの発達の段階によって異な ると

考え られ る1こ と,1学 習指導要領 を踏 まえて育
成 され るべ きで ある」 ことが示 され ている。

したが って,教 育課程金体を貫 くものが大 切で

ある。 このことか ら,キ ャリア教育 の 令体計画の

構想 は必須であ る。

そ して,考 えた いのは,子 どもが主体的 に学ぶ
1学習」活 動の充実 であ り,巾 で も大切 なのは,
地域の教育資源 と しての環境 特に,自 然環境で

ある。 これ は,文 部科学省1平 成14年 学習意欲 に

関す る調査研究」 で も明 らかなよ うに,「 了ども
たちは,白 然体験 によ り勉強への意 欲が増加す る

(特に小学生)」 か らである。了どもが 「ギ体 的に」

学 び続 けるには,「 意欲」 は不 ・∫欠で ある。 また,
「子どもの頃 の 自然体験が豊富 な大人 ほど,や る
気や 生きが いをもっている人が多 い(国 立 青少年
教育 振興機構平成22年5月 中闘報告)」 こ とも明
らか にな って いる。

加 えて,体 を通 して学ぶ ことは,子 ども自身が

実感,納 得 を得やす く,知 識 ・理解 の定着 に結び

付くと考え る。 さらに,思 考 力 ・判断力 ・表現 力
を高め,一 層の確実 な定 着を図るため に言語活動

の充実が重要である。

また,子 ども時代 になすべ き大切な ことは,子

ども 一人一人のアイデ ンテ ィテ ィーの確立 のため
の素地をつ くる ことで ある。前述の 自然体験が大

人 になってか らのや る気や生 きが いにつながるよ

うに,子 どもの時代で の自分のよさがわか る,自

信 をもつな どは,生 涯 にわたる重要な要 素にな る

と考えている。
これ らの基本的な考 えの もと,そ れ に向 けた組

織 的な学校運営や校長の リーダーシ ップをどう発

揮 するか である。

2研 究課題 を究明する視点

(1)自 立 した社会人を育成 するための教育課程の

編成 ・実施 ・評価 ・改善

① キ ャ リア教育の全体計r山iの作成
目標 をi子 ども 一人 一人が 白分のよ さを理

解 し,夢 や希望(望 ま しい勤労観や職業観)

をもって主体的に進路 を切 り拓 いていける能

力 を育成する」 と設定 した。そのために,各

発達の段階 ごとのね らいが必要である と考 え
ることか ら,低 学年 「事物 ・現 象への関心 ・

意欲 を高める」 中学年 「自 セ的 ・主体的に行

動できるよ うにす る」高学年 「社会性 を養 い

自主的 ・自律的 に行動で きるよ うにす る」 と
設定 した。

校 区の中学校 長とキ ャ リア教育について話
した とき見解が ・致 したのは,巾 学校 として

は,職 業体験 を行 うが,小 学校 ではそ の素地
を育て る ことが大切で あ り,「 夢や 希望」 は

その素地 に含まれ るということであった。

そ こで,こ れ らを実現するために各教科等
で意識すべき重点 としての内容 を拾 い出 した。

とりわけ,道 徳 の時間 にお いては,「 挨拶」

と 「自尊意識」 に関わ る内容項 口を重視 した。
こ"1は,地 域の職業体験支援 団体の方 と懇 談
した ときに,第 一に挙げ られ たのが .「 挨 拶

轡
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がで きる こと」であったためである。また.5`?

ましい勤労観や職業観に関する内容項 目は,自

己 肯定感 や向上心 といった 自尊意 識 と電なる
ものであり,全 国学 力学習状 況調査では,学,,

との正の関連があるとされている内容である。

② 道徳的な学び

道徳教育の推進 に当た って は.各 教科等 に
お いて どの内容項 目が'%て はまるか を洗 い川

し,適 切 に位 置付けるため,「 別葉」の作成が

求 められている。各教科等 において どのような

道徳的,・f一びがあるのかを意識 して指 導するか
しないかでは.お のずと結果は変わってくる。

キャ リア教育の全体 計画には.関 連する道

徳 の内n項 目を位置付けている。例 えば1身

近な集団に進んで参加 し自分の役割 を自覚 し.

協 力 して 屯体的に責任 を果たす」や 「働 くこ
との意義を理解し,社 会 に奉仕する喜びを知 っ
て公共のため に役 、層'二つ ことをす る」 な ど,こ

れ らを踏 まえて指導す る ことは,結 果 と して

自立 した社会 人の育成 等につなが って いくも
のと考える。

また,キ ャ リア教育の実践 の仕 方は.「道徳

的なf.び1の 考 え方や実践 の仕方 とい う点 に
お いても同様 に考 えて実践す ることができる。

③ アイデ ンテ ィテ ィー の確立
キ ャリア教育にお ける落礎的 ・汎用的能 力

の一つである 「自己理解 ・白己管理 能 ノ」」 の

説明 には.1子 ど もや若者 の臼信や 向己肯定

感の低 さが指摘 され る中,や れば できると 考
えて行動できる力が必要であ り,キ ャリア形

成や人間関係 形成 にお ける塘盤 となる もので

ある。」とある。

自己i'r定感～ 「セルフーエ スティーム」は,
自尊感情,自 尊心,自 負心,内 己評 価,自 己

尊重,肖 己価値な どに訳 されているが,こ こ
では全国学 力学習状況調査で使っている 「r

尊意識」 とい う言葉を使 う。
全国学 力学習状況調査の質問紙 にある項 目

で1自 分 には よいところがある」 と答えた子

どもは,r均IE答 率が高 い傾向にあるという
ことである。 この項 目は,ま さに,社 会形成

能J1の 育成(キ ャリア教育)に 深 く関わ 一,て
いると考える。

つま り,了 どもの時 に培った白尊意識は,

子 どもの時 も大人になってか らも生涯にわたっ
て,そ の時な らではの生きがいや希望,楽 し
み をもつ ことにつながるか らであ る。

ア 自然体験 の価値

ブルームの 「学校 での学習 に関するモデ

ル」 を持ち出すまで もなく,学 力には,学

習 に人る前の認知的 要因.情 意的要因,そ

して,授 業の質の院要 素が大 きく左右する
ことは周矧の ことである。 この授業に入る

前の認知的要 因の意味す るところは.こ れ
までの経験が 鍛富 であるほど授業での学 び

が豊か になるということである。ただ単に,

授業で学ぶ べき知識 をあらか じめよ り多 く

知 っている という意味 ではない。
ここで.自 然体験が真価 を発揮す る.子

どもたち自身が生活す る身近な環境 である

ことも重要で ある。 この体験 を基盤 として

学習に向か うとき,・ 人 ・人に豊か な課題

性 が生まれ,意 欲的 に学んでい くことにな
るのである。

イ 授業の構想

前述の情意的要肉には,教 科 の好 き嫌 い

(得意 あ るいは不得意 と感 じて いる)が 含

まれ る。 般 に,個 性や 可能性 を伸ば して
い くためには,そ の子 ども自身が 「算数が

得意」 「体育が得意」[絵 を描 くのが好 き」

な ど,自 分の中で好きな ことや人よ りも優
れていると思える ことな どの自覚 を通 して.

自分 の価値観や 役割,自 信な どを積み 重ね

ていくことが大切である。この過 程は,f一 ど

もの 自我や アイデ ンテ ィテ ィーの確 立とい
う意 味からも重要であるということである。

そ こで.① 好 きな教科 と②将来役 に立つ

と思 う教科の順位につ いて調べた。例えば,
A太(高 学年)の 好 きな教科 は1.総 合的な

学習の時間」 だが.大 人にな って役に 立っ
と思 って いる教科 としては最 下位 にランク

付け されている。 一方好 きな教科の ランク
では下位にある国語 ・算数が,役 に立つ と

思 って いる教科 の.ヒ位 とな って いる。

今後,こ のずれ を修正 して いくことが,
子 どもにとって も授業 の効 果と して も必 要

な ことである。好 きだ と思 える学習が役に
立っ と思えた方が,子 どもがf"1己内矛盾を

抱える ことな く抵抗な く伸び ることになる

と考えるか らである。

「騨 竺二璽騨 撃 騨
4-一 一一F-『一一一 ヘ ー一 一李

z英 語 ・算数・国語 ・社会・F群千・家庭 ・道徳・体育・図⊥・汗楽・総合

ウ 自尊 意 識 の 醸 成

下 図 の グ ラ フ は.古 荘 純 ・氏 の 「ク オ リ

テ ィー オ プ ラ イ フ 〔QOL)」 尺 度 調 査 の

質 問 項 目 を 使 っ て 実 施 し た 結 果 の 棒 グ ラ フ

とA太,mが1<rか ら5fl4ま で の 算

数 のCRT(全 国 平 均 を100と した と き の

割 合 で 示 して い る)の 経 年 変 化 の 折 れ 線 グ

ラ フ で あ る 。 国 請 に つ い て も 類 似 した 傾 向

を 示 して い る 。

120.一

B子 は,算 数を苦 手と してお り.1年,
2年,3年 生と低迷 していたが.4年 生で

.ヒがる兆 しが現れ,5年 生では飛躍的に向

.ヒした。 この 子た ちは.体 験活動中心 の現

教育課程 を始めたのが,4年 生の時で.現

在6年 生の3年 目に当た る.こ のテス ト結

果が示すように,向 上 とともに白尊意識 も高
い値を示すよ うにな ったB子 が ,最 も低い値
を示 したのは,「 学校」 の項 口で,自 分が他

の 子どもよ り成績が悪 いことを気に している

ためであり,な かなか払拭はできない。

前述 の好 きな教科 と将来役に立つと思 う
教科の順位 にずれ を抱えるA太 は,算 数の

CRTの 結果 については全国 平均 レベル に

ある。しか し,自 尊意 識はそれ ほ ど高 くな
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② 地域 との関わ り

前出の中間報告 の中に 「子 どもの頃 の地域

活動経験 のある大 人ほど,職 業意 識が高 い」
とあ り,地 域 とのつなが りを大切にす る取紅

が,社 会に貢献す る力の育成に大き く関わ る
と指摘 され ている。

ア 学習活動 の発展か ら

地域 の自欽環境 を生か した教育活動 の展

開は,こ の点 において も効果 を発揮す る。
子 どもた ちが生活 する地域 の 自然環境で

あるか ら,活 動の広が りは,容 易に地域住

民との交流 に結び付 いてい く。そ こで,地
域 の歴史 を知る ことになった り,地 域の活

動へ の参加 につながった りと無埋な く学習
が展 開して いくことになるのである。

イ 地域 ・関係機関等 との連携

ここでは,多 学級学校での教育課程外で
の取紐 につ いて紹介する。

標津町で は,町 内 各所でそれぞれで行わ
れて いた祭 りを 「標津町民祭 り水 ・キ ラリ」

とい う名称 で ま とめて,1999年 には じめ

た。統一 した祭 りは,標 津 らしい伝統や文

化,豊 かな 自然の継承 とい う観点か ら,水
を守 り,水 に感謝 し,そ れ を次代 に引き継
いで い くため に伝説まで創作 した。 これ に

某つ いて,連 の儀式や五基 のli庫(町 内

会連絡 協議会,農 協,漁 協,商 工会,キ ラ
リr供 会)を 造っている。

学校は,「 キ ラリr供 会」 の山車や踊 り,
おはや し,伝 承劇への参加 を通 して祭 りに

深 く関わ っていく。 このために,「 キラ リ ・

子 どもの会」 とい う名称 の運営組織 をつ く
り.「 学校 と地域 の強 い絆 と連携 によ り,

故郷の未来を担 う子どもた ちの山車や踊 り,
おはや し,伝 承劇 な どへ の関わ りを創 りあ

げ,祭 り文化の伝 承活動 の巾か ら健全な青

少年の育成を推進す る」 という目的を掲げ,

巾心校の校長が会長 とな り,関 係機 関団体

等 と連携 して取 り組 んで いる。
町 を挙げて このような行事 に取 り組んで

いくことは,町 を愛 し,地 域 を愛 し,将 来

にわたって地域 に貢献 して いく子を育んで
いくことになる。

麺 ま。と漁
1教 育 目標の実現 に向けて

教育活 動は,教 育 口標 の実現 にあ る。本 課題 で
ある 「社会形成能力の育成」 をその まま教育活動

として教育 目標 の実現 に取 り組む場合 もあるだ ろ

う し,教 育活動 を 「社会形成能 力の育成」 という
フ ィル ターを通 してみ る場合 もあるだろ う。本稿

で は,後 者の立 土Hをとっているが,こ の際 地域の

環境を生か した体験活動 を軸にすえた教育活動 を行

うことの汎 川性の高 さを確認することになった。

従来か ら言われて きて いるとお り,体 験活動は

学校の教育活動 にとって必要不 可欠である。ただ
し,地 域 の教育 資源 を把握 し,ど のよ うな視点 を

もって教育活動に生かすか については,校 長 のリー

ダー シップが問われ るところではないだろ うか。

2成 果 と課題

地域 の環境 を生か した体験 活動を軸 にす えた教

育活動 の実践 は,取 組 の具体性 か ら,当 地域 の特

徴である若 い教員集団で も仮 説検 証 しやす いな ど
取 りN.み 易 く,ま た,積 極的 に学校運営 に参画で

きる という成果 を得た。
ただ し,こ れが大規模校であるな らば,さ らに

工夫が必要で あるとともに,都 市部 ほ ど良好な 自

然環境 などの教育資源 を見つける ことが難 しいな
ど,課 題 もあると考え る。
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